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１．はじめに 

 2021 年 3 月に，「エレキベースのヘッド落ちを題材にした力学の解説」と題する動画が大分大学の

事業として https://youtu.be/yn-aXwP-FMo の URL で公開され，それを報告する講演発表として「エレ

キベースのヘッド落ちで説明する力の釣合い」が日本機械学会 2021 年度年次大会で発表された．

その後，2021 年 10 月 27 日に福岡県立糸島高等学校で模擬授業をする機会を与えられ，料理を題

材に機械工学の立ち位置を紹介した．このニュースレターでは，エレキベースという趣味に関連して，

機械工学が必ずしも新しいモノの設計をする訳でもないが，目的達成において一役買っている一方

で，単体では何も成し得ない事を示す．技術と社会部門ニュースレターでは上記動画の企画提案者

および上記発表の著者として，「エレキベースに取り組んだ経緯」「エレキベース初心者の楽しみ」

「エレキベースのヘッド落ち対策の試行錯誤」「研究テーマではない形でエレキベースを取り扱う意

図」「義務教育の範囲で扱う力の説明への不満」などを述べる予定で，本記事ではその中から，仕事

との関りが薄い私的な 3 項目，「エレキベースに取り組んだ経緯」「エレキベース初心者の楽しみ」「エ

レキベースのヘッド落ち対策の試行錯誤」について言及する．なお，講演発表の「エレキベースのヘ

ッド落ちで説明する力の釣合い」はネット上で Google 検索をしても，記事執筆時点の 2021 年 10 月

末に，日本機械学会年次大会のサイトのプログラムが検索結果に表示されない． 

 

２．エレキベースに取り組んだ経緯 

 「こんな大人になりたいか？」は，後々思いついた，自分を戒めるキーワードである．スピーカーとア

ンプを内蔵したエレキベース，ピグノーズPGB-200を2018年9月に購入した．色はオレンジ色が印象

的なチェリーサンバーストで，「オレンジ色が大好きな息子」の興味を引く思惑もあった．関西大学で

開催される日本機械学会2018年度年次大会に向けて出発する際，大分駅近くの「楽器屋の

SAKAI」で注文し，後日受け取った．妻には事前に何度も新しく楽器を始める旨を言っていたが，大

きな楽器を買ってきたと妻には驚かれた．購入を決断した最後のキッカケは，「大人が楽しんでいる

姿を見せなければ，子供は大人になりたいと思わないかもしれないし，若者も将来を前向きに考えな

いかもしれない」と感じたことであった．そのように感じた場面を書くと，カドが立つ． 

 エレキベースに憧れたのは高校生頃で，渡辺美里のアルバム「BIG WAVE」の1曲目「ブランニュー

ヘブン」のベースソロが特に印象的だった．しかし，FLY INTO YOUR DREAMという曲で布袋寅泰

の奏でるエレキギターの旋律に聞き惚れており，学生時代に買ったのはエレキギターであった．「ロッ

クギターは人に習うものじゃない」という旨の誰かのセリフを真に受けた影響で，ギターを全く弾けな



いまま時が過ぎた．FLY INTO YOUR DREAMを譜面通りに弾いたのは，就職後に，「楽器屋の

SAKAI」でレッスンを受けた時である．エレキベースについては，興味を持ったまま，何の行動も起こ

していなかった．なお楽器は，ピアノを3歳半頃から習っており，途中で中断や，自宅での練習を全

然しない状態もあったが，18歳だか21歳だか忘れたが，十数年レッスンに通っていた．23歳の時に

は，Mississippi State Universityでお世話になっていたCarlson Pian先生のお宅でピアノを弾かせて

頂く機会があったものの，まともに弾けなくなっていた．なおピアノを習った清岡瞳先生の娘さんは清

岡登志子さんで，ネットで調べると東京音大付属音楽教室で教員をされている．わざわざそんな教

室を選んで習いに行った訳ではない．清岡先生は当初，私の家の5軒先に住まわれていた．ちなみ

に上述の「楽器屋のSAKAI」でエレキギターのレッスンを受けた時のshownin先生は，「OPERATION 

6」という題のCDを出されている．音楽を生業とする方の凄みを身近に見れたことは，エレキベースを

人前で演奏する気が無いことにも影響している． 

 40歳を過ぎて楽器を始めるキッカケには，落ちた思考能力の改善も期待していた．2016年5月，平

仮名を読めない息子に「いろはがるた」で惨敗し，カードゲームの神経衰弱も全くできなくなっており，

自分の思考能力が落ちていることに気付いた．諸般の事情もあり生活が改善していく中で，楽器の

演奏も生活や仕事の改善に効果がありそうだと漠然と考えた．上述のように昔はピアノを弾いていた

が，博士課程在学中も時折弾くピアノが気晴らしになっていた． 

 やらないメリットは，練習時間で他の事をやる時間が奪われないことだ．しかし，ピアノの時も一週間

に1度のレッスンでしかピアノに触らない状況が続いていた．週1時間程度の練習では，楽器は上達

しないが，生活への支障は大きく無い．この状況でエレキベースに取り組み始めないのは，思慮深

いのではなく，面倒臭がりである． 

 

３．エレキベース初心者の楽しみ 

 「エレキベースを独りで演奏して楽しいか」と疑問に思う人もいると思うが，楽しい．自分の演奏に合

わせて子供がリズムをとったり，自分の演奏した旋律を子供が口ずさむのを見ると，嬉しくはなる．た

だし人前で演奏する気はない．エレキギターやエレキベースの教本ではステージやライブの話題に

なることがあるが，人前で演奏しなくても良いと思う．ピアノ教室の生徒の大半は，演奏会を開いたり

はしない．「エレキベースのヘッド落ちを題材にした力学の解説」と題する動画で演奏する様子を晒

したが，人前でエレキベースを演奏するのが初めてで，グダグダであった．学生の挑戦を期待するな

ら，自分も無様さらすのを嫌がってはいけない． 

 趣味や気晴らしの演奏なので，一人でひっそりと練習したい．家族が眠っている夜中に，自分が寝

る前のわずかな時間にヘッドホンで音を聞きながら，独奏で曲になる曲を練習している．前述のピア

ノを練習しなかった話は，もともと練習しなかったこともあるが，普通に音が出るアップライトのピアノで

は練習できる時間が限られたことも影響した．一方，練習だが，挫折したエレキギターは，教本にまと

もに練習曲がなく，曲として成立しないフレーズの練習が延々と続いた．世の中に独学でギターを弾

けるようになった人がいくらでもいる一方で，自分はそういった方法が合わなかった．基礎的な手の

動きの練習は否定しないが，レベルに応じた練習曲が欲しかった．ピアノの場合は，習い事としても

一般的なように，習得状況に合わせたレッスンがある．上述のエレキギターのレッスンでも，shownin

先生が初心者向けにアレンジしてくれる曲で練習をしていた． 



 エレキベースを購入して，まずは単音弾きで主旋律を独りで演奏するところから始めた．複数の音

を同時に出すような曲を考えたのは，単音弾きでしばらく練習してからである．上述のshownin先生

のエレキベースは単音弾きでも格好良い曲になっている．エレキベースは弦の数がギターより少なく，

少ない音でも音に存在感があることも，エレキベースに惹かれた点である．エレキギターで同じ旋律

を弾いても雰囲気が全く異なる． 

 ここで選定した機材を紹介する．「日々の練習を始める時の手間や負担」を減らすことを重視した．

エレキベース本体は，スピーカーとアンプを本体に内蔵したＰｉｇｎｏｓｅ PGB-200を選んだ．本体に電

池を入れれば，ベース本体に内蔵されたスピーカー，もしくはヘッドホン端子のいずれかから音が出

る．これは，ものぐさな者にとっても練習を始めやすい．また，通常のエレキベースのように，シールド

ケーブルを介して，外部の機器で音を出せる．シールドケーブルへの出力は，「パッシブ」と称する

方式で，エレキベース本体の電池の有無と無関係に，内蔵スピーカーもしくはヘッドホン端子から音

を出していても出していなくても，出力は切れない．またエレキベースＰｉｇｎｏｓｅ PGB-200の大きさは，

全長がエレキギターと同様の1ｍプラス数cmで，重さは3.2～3.3kgと一般的なエレキギターよりも軽い．

弦の長さも，ロングスケールと呼ばれる一般的なベースよりも2フレット分短く，Mサイズの手袋で指先

が余る者にとってありがたい．ただ，この本体の選択で，ヘッド落ちに悩むことになった．ギターの類

の演奏において，左手の主たる役割は，楽器の姿勢を維持するためにネックを支えることではなく，

弦の振動で発生する音を所望の音程にするために弦とネックの接する位置を調節することにある．

左手を離してもネックの位置が保持されることが望ましい．ヘッド落ちは，楽器の位置を保持する余

計な気を遣わせ，初心者にとって負担である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ネックの裏に設けた「左手親指のためのガイド」 

 

 使っているエレキベースＰｉｇｎｏｓｅ PGB-200には，購入店で購入時に調整して頂いていたが，ヘッ

ド落ち対策以外にも，調整等をした．最も低い音を出す4弦を太いものに変更し，4弦の張力を他の1

弦・2弦・3弦に近づけた．また4本の全ての弦のチューニングを全1音，2フレット分下げて張力を下げ，

音のビビりを程々にするために弦と指板の距離を離した．特定の音程で共振していた「Pignose」のロ

ゴをホットボンドでスピーカーの保護ネットに固定して，揺れを抑えた．音程を調節するためにネック

に弦を押さえつける動作を押弦と言うが，押弦する左手の位置を安定させるために，図1に示すよう

に，ネックの裏に左手親指のためのガイドを設置した．ガイドは，椅子などの家具をフローリングの上

で滑らせる効果があるもので，セメダイン株式会社のフットタックプラスのすべるタイプで作った．この



ガイドはネックの裏で，1弦から4弦方向に向かう力に抗って親指に引っ掛かり，ネックの長手方向の

移動に対しては目立った支障が無いものになった． 

 通常の練習時は，アンプシュミレーターと呼ばれる機能を備えたマルチエフェクターにシールドケ

ーブルでつなぎ，マルチエフェクターからヘッドホン出力で音を聴きながら練習をしている．講演原

稿の図2のスイッチ付きの短い延長ケーブルは，マルチエフェクターＺＯＯＭ Ｂ１ｏｎに電源を供給す

るＵＳＢ電源をテーブルタップにつなぐための物であった．エレキベースの練習を始めるときは，エレ

キベースにシールドケーブルを挿し，ヘッドホンを装着し，延長ケーブルに設けたスイッチを入れる．

面倒臭さは感じないで済んでいる． 

 練習曲は，宮下智が著した教本「ベーシストを鍛える“本物”のクラシック練習曲」を利用しつつ，Ｃ

Ｄを聞きながら自分でアレンジした無伴奏の曲にも取り組んでいる．自分でアレンジした曲はまだ譜

面に起こしていないが，上述の「自分の演奏に合わせて子供がリズムをとったり，自分の演奏した旋

律を子供が口ずさむ」というのは，エレキベースの演奏が初心者でも可能な仕掛けがある． 

 

４．エレキベースのヘッド落ち対策の試行錯誤 

 エレキベースのヘッド落ち対策は，動画「エレキベースのヘッド落ちを題材にした力学の解説」と原

稿「エレキベースのヘッド落ちを題材にした力学の解説」で紹介した通りである．両肩にストラップを

掛ける演奏者はいる．エレキベース奏者の今沢カゲロウも以前は両肩にストラップを掛けていた．商

品として，両肩に掛かる形状のストラップもある．両肩に荷重が分散されるので，左肩に掛かる荷重

が小さくなるだけでなく，右と左に荷重がかかることで「演奏者の体を左側に捻る力」が弱まり，左肩

だけにストラップを掛ける場合に比べて体への負担は小さい．しかし，2本のストラップを使っても，ス

トラップ2本ともを右脇からエンド部につなげた場合は，ヘッド落ちは治まらない．動画や原稿で述べ

たように，ヘッド落ちを抑制するのは左脇からエレキベースのエンド部につながるストラップである．ス

トラップが左肩から下方向に滑り落ちるのを首で防止するような構造のストラップもあるが，安くはな

い． 

 滑りにくいストラップは，ヘッド落ちを「抑制」できるだけで，着衣が滑ればヘッド落ちした．ネットショ

ッピングのレビューにヘッド落ちが軽減された旨のコメントがあったストラップを購入したが，ヘッド落

ちが治まったのはフリースを着ていた間だけで，Tシャツ姿で練習したらヘッド落ちに悩まされ，原稿

「エレキベースのヘッド落ちを題材にした力学の解説」で紹介する方法に落ち着いた次第である．こ

のストラップの掛け方の長所は，上述のように体への負担が減っただけでなく，首を抜き差しせずに

着脱ができるので楽器の上げ下げが少なくて楽なことも挙げられる． 

  

５．前半の最後に機械工学と趣味 

 ここで機械工学の立ち位置を考える． 

 一連の取り組みは個人の趣味である．ヘッド落ちの解決策になるとしても，エレキベースの新たな

設計や製作はしていない．例えばネックだけのようなエレキギター「MINISTAR ROCKSTAR」は軽く

てもヘッド落ちしないので，軽くてヘッド落ちをしないボディの設計は可能である．自分で製作したボ

ディに，ボディ以外の部品を既製品から外して据え付けることで，自分好みのエレキベースを作るこ

とも恐らく可能である．ただし，既製品の組み合わせ方を工夫しただけで，エレキベースのヘッド落ち



は解決した． 

また機械技術者らしい知見に基づいた作業も，何も新しいことは無い．ヘッド落ち以外にも，エレ

キベースを自分が弾き易いように調整し，「Pignose」のロゴを共振しないように固定した．何も新しい

事ではないが，力学的な知識はあった方が有利だと感じた．エレキベースの調整に際して，教本や

インターネット上の記述は，技術的に誤った記述も多く，頼りにならなかった．例えば「弦の張力」と

「押弦に必要な力」は，関連はあるが同じものではなく，しかし「押弦に必要な力」が強くなったことを

「弦の張力」が強くなったように記述する教本やインターネット上のサイトは多い．そういった誤った記

述を真に受けて調整をすると，おそらく望みの状態は得難い．計算で最適な状態が求まる訳ではな

いが，理屈に基づいて当たりをつけた方が早く好みの状態になる． 

一方，2章や3章で記述したように，力学だけで事が成される訳ではない．「仕事や家事の合間に

一人で楽器を楽しむ趣味」を成立させるには，機材や練習曲の選定も必要であった．そこの判断に

は，諸々のことが影響しており，自然科学だけで決まりはしない． 

 入門時につまづき易い傾向は，技術教育・工学教育とギターの類の演奏で共通する問題点と思わ

れる．面白そうだと思ってギターを購入しても弾けないまま終わる人が少なくない．そもそも賢い人な

ら，リスクや無駄を恐れて，最初からギターなど買わないかもしれない．ピアノが子供の習い事の代表

的なものとして挙がることに比べると，ギターの類は機材が安くて置き場所にも困らないのに，ギター

の類はピアノと大きく状況が異なる．ひるがえって，機械系の工学教育も，つまづき易いところが散見

される．「若い人達が興味を持たない」と嘆くだけでなく，取り組みのハードルを下げることや，取り組

める題材を増やす努力は，技術者教育でも啓蒙活動でも必要だと感じる．後半の原稿で，つまづき

易いと考える部分について言及する．リスクと無駄はゼロにならない．費やした労力や時間が報われ

ないことを嫌がっていては，何も新しいことはできない． 
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